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徳徳島島市市病病院院事事業業管管理理者者

露露口口 勝勝

４．県立医学専門学校から国立医学専門学校へ

徳島市長は医専を徳島に誘致する前提とし

て、市民病院を医専の附属病院に寄付すると

いう案件を市議会に図ることになった。小山

市民病院長の著書によれば、昭和１７年の夏の

ある夜、突然市長から電話がかかってきて、

今夜８時から市民病院の講堂で臨時市議会を

開くから、私にも是非出席するようにという

ことであった。そして議案の内容を聞いて

びっくりした。それは徳島市に官立医学専門

学校を誘致する前提として、第一に市民病院

を県に無償で寄付し、第二にそれを母体とし

て官立医専を設置するという案であった。市

長からの議案の説明で市会議員諸氏も初めて

知ったほどであった。しかし、結局は官立医

専の附属病院にするという条件つきで市議会

は満場一致で原案を可決したのである。

それ以来、医専問題が新聞紙上を賑わすよ

うになり、中央でも軍部と文部省との折衝の

結果、官立医専を４校新設する予定であると

報道された。そして「有力な市民病院を持っ

ている徳島市と松本市および完備に近い県立

病院を持っている鹿児島県と青森県との４ヵ

所が最も有力である」と新聞はしばしば報道

し、世間もこれを信じていたのである。とこ

ろがその年の秋になって政府は、官立医専の

設置について、全国で唯１校群馬県の前橋に

設立すると閣議で決定したのである。この決

定を知って徳島市および市議会は非常に憤慨

したが、これには後日談があって、戦前の中

島飛行機が地元の群馬県に医専を誘致するた

め多額の寄付を申し出て急転直下前橋に決

まったとのことである。徳島と同じように官

立医専の候補であった鹿児島県では、早めに

官立を断念して県立医専の設立に変更したこ

とが伝わってきた。

徳島県が県立で医専を設置するということ

は県議会の承認を得なければならないことで

あり、多額の費用を要する事業で県としても

容易なことでなかった。一方、徳島市は医専

の設立を前提として市民病院を無償寄付する

議決を市議会で行ったこともあって、県立医

専の推進を強く望み、県に要請した。それら

の努力が効を奏し、文部省からは徳島県から

申請があれば、認可するという内諾を得、県

は県立医専の設置に踏み切ったのである。そ

して昭和１８年２月２６日に徳島県立徳島医学専

門学校新設の認可を得ることができた。

なお、市民病院の職員は昭和１８年４月１日

に全員県立医専附属病院の職員として任命さ

れた。その職種および人員は医師２０名（うち

５名は応召中）・薬剤師６名（うち１名は応

召中）・産婆２名・事務職員５名・看護師２０

名・看護婦補１０名・その他２５名、計８８名で

あった。

昭和１３年に新蔵町で新築開院した市立市民

病院は、昭和１８年４月１日に県立徳島医学専

門学校の附属病院となり、昭和２０年４月１日

に県立医専が国立医専に昇格したのに伴い、

附属病院も当然のこと国立医専の附属病院と

なった。この医専設立が現在の徳島大学医学
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部誕生の礎になったのであるが、その年の７

月に徳島大空襲で新蔵町の附属病院はすべて

消失してしまった。

５．戦後の徳島市立診療所（北福島）

昭和２０年７月の徳島大空襲によって徳島市

の中心市街地のほとんどが焼けて壊滅状態と

なり、一時的に都市の機能を失ってしまった

（図６）。医療施設もそのほとんどが被災し、

診療できる状態ではなかった。徳島大空襲は

被災者が約７万人で、死者約１，０００人、負傷

者約２，０００人と推定されている。

戦災による混乱があり、焼け跡の片付けも

十分にできていない８月１５日には、敗戦とい

う衝撃が重なったのである。そんな中から復

興の胎動が始まり、医療施設の復興について

徳島市は市立の医療施設の再開を急ぐことに

なる。早速、徳島市は独自で診療所の開設を

計画し、「１０月１２日徳島県知事宛開設許可申

請書を提出、１０月２２日認可あり、１０月２３日開

所診療を開始せり」と徳島市事務報告書に記

載されている。

当時、この診療所の開設と同時に勤務され

た多田節子医師は「徳島市医師会史（平成６

年刊）」の中で、当時を回想して「市立診療

所は北福島の伝染病院の西側にある焼け残っ

た木造の建物であった。昭和２０年の秋ごろの

ことであった。橋本所長と私と２人で診療を

始めていたが、そのうちに片岡義雄先生が復

員されて外科・耳鼻科を診療し、私は内科・

小児科を担当した」と語っている。図７は昭

和初期の伝染病院の写真である。多田医師に

よれば、この西側に診療所があったようであ

るが、その写真は残念ながら残っていない。

徳島市立診療所は北福島町２丁目（現福島

１丁目）の元市立救護所であった建物を利用

して開設され、後に永谷 鼎先生が復員され

て所長となった。この市立診療所は戦災直後

という特殊な条件の中で開設されたため、設

置場所が市域全体から見て東に片寄り、交通

も不便だとの意見が市民から寄せられてい

た。敷地についても拡張できる余地がなく、

病棟の増設は困難であるため、市としては徳

島駅に近い市の中心部で本格的な総合病院を

建設できるように強く望んでいた。

６．徳島市民病院（寺島本町西）

昭和２１年から２２年にかけて、徳島市は北福

島町の市立診療所を徳島国民学校の跡地（現

寺島本町西２丁目）に移転することを決め、

建設資材として板東兵舎の分譲を受け、入手

した資材で診療施設や病棟を建設していっ

た。昭和２３年５月１日に市立診療所は北福島

図７．昭和初期の市立伝染病院

図６．戦災後の徳島市街地
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町から寺島本町に移転し、総合病院を目指し

て施設の整備と内容の充実を図っていく。昭

和２４年８月１日の徳島新聞の記事は次のよう

に報じている。「敷地７００坪（２，３１０平方メー

トル）、延べ建坪４００坪（１，３２０平方メートル）、

ベッド数５０床、診療科目は内科、外科、小児

科、耳鼻咽喉科、産婦人科、放射線科、眼科

を予定。院長は現診療所長の永谷 鼎氏が内

定している。工費は１，２００万円を投じて１０月

はじめに完成する」と。

木造２階建ての新しい病院は９月はじめに

完成し、同月２２日に市立診療所を徳島市民病

院と改称した（図８）。その開院式は昭和２５

年６月１３日午前１０時から当病院で行われ、同

日午後、市議会議場において大阪大学黒津医

学部長による学術記念講演会が開かれてい

る。

寺島本町西において開院した市民病院は場

所的に便利なところに設置できたが、市有地

が狭隘であったため、その後の増築などが思

うに任せず、苦労する。その中で設備の近代

化と施設の拡充を図り、病床数については、

昭和２４年の市民病院として診療を始めた時点

が５０床、同２５年５９床、同２６年７５床、同２９年１３０

床、同３１年に１７５床、同３８年は１９６床にまで増

床している。

２００７年（平成１９年）２月２８日付の徳島新聞

夕刊の記事に「一枚の写真ものがたり 徳島

市民病院（１９５８年）」が出ている（図９）。こ

の写真を見ると、１９５８年（昭和３３年）当時の

寺島本町西の市民病院の建物と戦後復興期の

街の様子が懐かしく思い出される。記事の内

容は、昭和３年２月に始まる市立実費診療所

から中洲病院、新蔵町の市民病院、県立医学

専門学校附属病院に至る市民病院変遷の歴史

と、戦後の復興期のなかで地域医療に貢献し

た寺島本町西の市民病院が簡潔に紹介されて

いる。

昭和３６年頃のことであるが、私が高校生の

時、この寺島本町西の市民病院に来たことが

ある。城南高校の文化祭で「がんの展示」を

することになり、生物部の先生から市民病院

でがんの手術標本を借りてくるようにといわ

れたからである。当時外科部長を兼務してい

た副院長先生にお会いして、ホルマリン処理

した胃がんや大腸がんの手術標本をお借りし

た。このとき余程緊張していたのか、副院長

先生が言われたことを今でも鮮明に憶えてい

る。何でも先生はつい最近大阪から吉野川河

口に着く水上飛行機で徳島に赴任してきたと

か、助任（スケトウ）という変な名前のとこ

ろに住んでいるとか、子供さんが徳大の附属

小学校に通っていることなどである。

当時は良く知らなかったが、この先生が胃

がんの名医として有名な伊藤一二先生で、そ

の後東京築地に新設された国立がんセンター

中央病院の外科部長となり、後年都立駒込病

院の院長をされた。私が外科医となり学会な

どでお会いすると、いつも「君、徳島だった

ね。僕は徳島市民病院にいたんだよ」と関西

人らしい気安さで、この寺島本町にあった市

民病院の話をよくされたものである。（つづ

く）

図８．徳島市民病院（寺島本町西）
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図９．徳島新聞（夕刊）２００７年２月２８日
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